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東 京 都 港 区 赤 坂 九 丁 目 ７ 番 １ 号
www.amova-am.com

当運用報告書に関するお問い合わせ先

コ ー ル セ ン タ ー  電話番号：0120－25－1404
午前９時～午後５時　土、日、祝・休日は除きます。

第161期末（2026年4月15日）
基 準 価 額 3,310円
純 資 産 総 額 1,519百万円

第156期～第161期
騰 落 率 △ 0.3％
分配金（税込み）合計 180円

（注）騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計
算したもので、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。

（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。

○�交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項のう
ち重要な事項にかかる情報を記載したものです。その
他の内容については、運用報告書（全体版）に記載し
ております。

○�当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全
体版）に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供
する旨を定めております。運用報告書（全体版）は、
下記の手順にて閲覧・ダウンロードいただけます。

＜運用報告書（全体版）の閲覧・ダウンロード方法＞
右記URLにアクセス ⇒ ファンド検索機能を利用して該
当ファンドのページを表示 ⇒ 運用報告書タブを選択 ⇒ 
該当する運用報告書をクリックしてPDFファイルを表示

○�運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求に
より交付されます。交付をご請求される方は、販売会
社までお問い合わせください。

アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり）
追加型投信／海外／債券

交付運用報告書
	 第156期（決算日2025年11月17日）		  第157期（決算日2025年12月15日）		  第158期（決算日2026年1月15日）
	 第159期（決算日2026年2月16日）		  第160期（決算日2026年3月16日）		  第161期（決算日2026年4月15日）

作成対象期間（2025年10月16日～2026年4月15日）

受益者のみなさまへ
平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上

げます。
さて、「アジア社債ファンド Ａコース（為替

ヘッジあり）」は、2026年４月15日に第161期
の決算を行ないました。

当ファンドは、主として、日本を除くアジア
の社債を主要投資対象とする投資信託証券に投
資を行ない、インカム収益の確保と信託財産の
成長をめざして運用を行なってまいりました。

ここに、当作成対象期間の運用経過等につい
てご報告申し上げます。

今後とも一層のお引き立てを賜りますようお
願い申し上げます。
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運用経過
作成期間中の基準価額等の推移 � （2025年10月16日～2026年4月15日）

基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）
JPモルガン アジア・クレジット・インデックス（社債、円ベース、円ヘッジ）（左軸） 純資産総額（右軸）

（円） （百万円）
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第156期首： 3,501円
第161期末： 3,310円（既払分配金（税込み）：180円）
騰 落 率：△ 0.3％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）分配金再投資基準価額およびJPモルガン アジア・クレジット・インデックス（社債、円ベース、円ヘッジ）は、作成期首（2025年10月15日）の値が基準

価額と同一となるように指数化しております。
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）JPモルガン アジア・クレジット・インデックス（社債、円ベース、円ヘッジ）は当ファンドの参考指数です。

○基準価額の主な変動要因
当ファンドは、主として、日本を除くアジアの社債を主要投資対象とする投資信託証券に投資を行ない、

インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行なっております。実質外貨建資産については、
為替変動リスクの低減を図るため、原則として為替ヘッジを行なっております。当作成期間中における
基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。

＜値上がり要因＞
・�米中間の貿易関係の改善や、中国の対象を絞った景気刺激策が、期間の前半においてアジア社債の信

用スプレッド（利回り格差）縮小を後押ししたこと。

＜値下がり要因＞
・�原油価格の上昇がインフレや需要に及ぼす影響への懸念が強まり、期間の終わりにかけてアジア社債

の信用スプレッドが大きく拡大したこと。
1

アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり）

交付_90002_641871_20260415_三校_アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり）_1102693.indd   1交付_90002_641871_20260415_三校_アジア社債ファンド Ａコース（為替ヘッジあり）_1102693.indd   1 2026/05/27   15:02:382026/05/27   15:02:38



１万口当たりの費用明細 � （2025年10月16日～2026年4月15日）

項 目 第156期～第161期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

（a） 信 託 報 酬 17 0.510 （a）�信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （ 3） （0.082） 委託した資金の運用の対価

（ 販 売 会 社 ） （14） （0.411） 運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報提
供などの対価

（ 受 託 会 社 ） （ 1） （0.016） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） そ の 他 費 用 2 0.050 （b）�その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数

（ 監 査 費 用 ） （ 0） （0.002） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（ 印 刷 費 用 等 ） （ 2） （0.048） 印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など

合 計 19 0.560

作成期間の平均基準価額は、3,426円です。
（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することと

しております。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満

は四捨五入してあります。
（注）この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。
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（参考情報）
◯総経費率

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.87％です。

総経費率
1.87％ 当ファンド

1.11％
当ファンド
1.11％

投資先
ファンド
0.76％

投資先
ファンド
0.76％

運用管理費用
（投信会社）
0.16％

運用管理費用
（販売会社）
0.82％

運用管理費用
（販売会社）
0.82％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

その他費用
0.10％

運用管理費用
0.63％

運用管理費用
0.63％

運用管理費用以外
0.13％

（単位：％）
総経費率（①＋②＋③） 1.87
①当ファンドの費用の比率 1.11
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.63
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.13

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただけますが、期

中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。
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最近５年間の基準価額等の推移 � （2021年４月15日～2026年4月15日）

基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）
JPモルガン アジア・クレジット・インデックス（社債、円ベース、円ヘッジ）（左軸） 純資産総額（右軸）
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（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）分配金再投資基準価額およびJPモルガン アジア・クレジット・インデックス（社債、円ベース、円ヘッジ）は、2021年４月15日の値が基準価額と同一と

なるように指数化しております。

2021年4月15日 2022年4月15日 2023年4月17日 2024年4月15日 2025年4月15日 2026年4月15日
決算日 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 6,235 5,035 4,382 3,917 3,522 3,310
期間分配金合計（税込み） （円） － 360 360 360 360 360
分配金再投資基準価額騰落率（％） － △ 14.0 △ 5.8 △ 2.3 △ 1.1 4.2
JPモルガン アジア・クレジット・インデックス

（社債、円ベース、円ヘッジ）騰落率 （％） － △ 10.0 △ 4.2 △ 2.1 1.3 4.3

純資産総額� （百万円） 5,335 3,799 2,910 2,361 1,905 1,519
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注）騰落率は１年前の決算応当日との比較です。
（注）JPモルガン アジア・クレジット・インデックス（社債、円ベース、円ヘッジ）は当ファンドの参考指数です。

参考指数は投資対象資産の相場を説明する代表的な指数として記載しているものです。
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投資環境 � （2025年10月16日～2026年4月15日）

（債券市況）
当期間、アジア社債の信用スプレッドは、米中貿易関係の改善、米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）

の金融緩和、中国の対象を絞った景気刺激策などが信用スプレッドの縮小圧力となった一方、米国の関
税引き上げ懸念や、中東情勢の緊迫化を背景としたリスク回避などが拡大圧力となり、激しく変動しま
した。

期間の初めは、トランプ米大統領と習近平中国国家主席が会談し、米国が一部の対中関税の撤回に合
意したほか、中国もフェンタニル関連の化学物質の輸出管理強化、米国産大豆の購入再開、レアアース
の供給継続を表明しました。その後は、中国不動産セクターにおける資金繰り懸念や、韓国の保険セク
ターにおける悪材料、中国の景気減速の兆候が重なり、投資家心理が一時的に悪化しました。2025年末
にかけては、中国の中央経済工作会議において2026年に国内需要を重視する政策方針が示されましたが、
景気刺激策については慎重な姿勢が示されました。新規供給が限定的だったことに加えて、香港の保険
会社の信用格付け引き上げや市場参加者の減少が、信用スプレッドの縮小につながりました。

2026年初めは、中国が対象を絞った追加刺激策を発表したことや、中国当局が不動産大手に対して定
めた財務指針「三道紅線（３つのレッドライン）」を緩和し、銀行に特定の不動産融資を延長すること
を許可したとの報道により、市場心理が下支えされました。香港の不動産関連銘柄は、深刻な経営難に
ある大手不動産開発企業が複数の潜在投資家から出資の打診を受けたとの報道が追い風となりました。
インドのクレジット市場では、格付け会社が新興財閥グループ関連企業の格付け見通しを引き上げたこ
とが下支え要因になりました。一方、インドネシアのクレジット市場では、ソブリンリスクへの懸念に
加えて、指数算出会社が同国株式をフロンティア市場に格下げする可能性を警告したことから、信用ス
プレッドが拡大しました。２月には、リスク回避姿勢の強まりと米国国債価格の上昇を背景に、信用ス
プレッドは拡大に転じました。大規模クラウド事業者（ハイパースケーラー）の投資支出や、ソフトウェ
ア企業におけるＡＩ（人工知能）導入の影響をめぐる懸念が、リスク資産の急落を引き起こしました。
さらに、米国連邦最高裁判所が国際緊急経済権限法（ＩＥＥＰＡ）に基づきトランプ米大統領が導入し
た関税を無効とする判断を下したことを受けて、米政権が世界各国・地域からの輸入品に対する関税を
引き上げる計画を発表したことが、リスク資産の下落を一段と助長しました。インドネシアのクレジッ
ト市場は、格付け会社が同国の信用格付け見通しを引き下げたことを受けて、さらなる下押し圧力に直
面しました。一方、インドのクレジット市場は、米印間の貿易協定により関税率が引き下げられ、ロシ
ア産原油の輸入に関連する制裁的な追加関税が撤廃されたことが追い風となりました。その後は、中東
情勢の緊迫化と原油価格の上昇を背景に、世界の債券やリスク資産が幅広く売られました。

当期間の米国国債利回りは、同様に変動の激しい展開となりました。期間の初め、ＦＲＢは0.25％の
利下げを実施しましたが、パウエルＦＲＢ議長のタカ派（景気に対して強気）的な発言を受けて緩和期
待は抑制され、米国国債利回りは上昇（債券価格は下落）しました。その後は、米国政府機関の閉鎖と
経済指標の公表遅延により、政策の不透明感が残る中、米国国債利回りは概ね横ばいで推移しました。
その後は、経済指標が軟調だったことから2025年12月の追加利下げ期待が高まりましたが、12月初め
には、主要中央銀行からの一連のタカ派的な発信を受けて、世界的に債券売りが強まるなか、米国国債
利回りは再び上昇しました。12月半ば、ＦＲＢは0.25％の追加利下げを実施しました。

2026年初めは、日本の財政見通しへの懸念を受けて日本の超長期国債が急落するなか、米国国債利回
りが急上昇し、その波及で世界的に債券利回りが上昇しました。２月には、インフレ圧力の緩和と、米
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国連邦最高裁判所の判決を受けたリスク回避姿勢の強まりを背景に、米国国債利回りが低下（債券価格
は上昇）しました。しかし、米国国債利回りの低下は長続きせず、３月には再び急上昇しました。中東
における紛争の行方やホルムズ海峡の通航再開時期をめぐる不透明感が続いたことから、世界の債券に
対する売り圧力は期間末まで持続しました。ＦＲＢは１月と３月の会合で政策金利を据え置き、３月に
は地政学的要因による不確実性の高まりを認識しつつも、比較的前向きな成長見通しを維持しました。

（国内短期金利市況）
無担保コール翌日物金利は、期間の初めの0.48％近辺から、2025年12月の日銀金融政策決定会合にお

いて追加利上げが決定されたことなどを受けて、0.73％近辺で期間末を迎えました。
国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの0.43％近辺から、日銀による利上げなどを受けて、

0.77％近辺で期間末を迎えました。
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当ファンドのポートフォリオ � （2025年10月16日～2026年4月15日）

（当ファンド）
当ファンドは、収益性を追求するため、「アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッ

ジド・ユニット）」受益証券を高位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への
投資を抑制しました。

（アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット））
当期間、参考指数との相対比較では、アロケーション要因と銘柄選択要因の両方がプラスに寄与した

一方、イールドカーブ（利回り曲線）要因がマイナスに影響しました。インド、モンゴルのハイイール
ド債の組入比率を高めとしたことや、中国の投資適格債の組入比率を低めとしたことがプラスに寄与し
ました。また、インドのハイイールド債、タイの投資適格債における銘柄選択もプラスに寄与しました。

外貨建資産については、為替変動リスクの低減を図るため、原則として為替ヘッジを行ないました。

（マネー・アカウント・マザーファンド）
運用の基本方針に従い、国債の購入や現先取引、コールローンや金銭信託などを通じて、元本の安全

性を重視した運用を行ないました。
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当ファンドのベンチマークとの差異 � （2025年10月16日～2026年4月15日）
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率です。

基準価額と参考指数の対比（期別騰落率）

基準価額 JPモルガン アジア・クレジット・インデックス（社債、円ベース、円ヘッジ）

（％）

-2.0

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

第156期
2025/11/17

第157期
2025/12/15

第158期
2026/1/15

第159期
2026/2/16

第160期
2026/3/16

第161期
2026/4/15

（注）基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。
（注）JPモルガン アジア・クレジット・インデックス（社債、円ベース、円ヘッジ）は当ファンドの参考指数です。

分配金 � （2025年10月16日～2026年4月15日）
分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充

当しなかった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。
○分配原資の内訳
	 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項 目
第156期 第157期 第158期 第159期 第160期 第161期

2025年10月16日～
2025年11月17日

2025年11月18日～
2025年12月15日

2025年12月16日～
2026年１月15日

2026年１月16日～
2026年２月16日

2026年２月17日～
2026年３月16日

2026年３月17日～
2026年４月15日

当期分配金 30 30 30 30 30 30
（対基準価額比率） 0.857％ 0.866％ 0.870％ 0.872％ 0.892％ 0.898％

当期の収益 30 30 30 30 30 30
当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 2,099 2,112 2,124 2,136 2,149 2,162
（注）�対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）�当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。
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今後の運用方針

（当ファンド）
引き続き、「アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット）」受

益証券を原則として高位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑
制する方針です。

（アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット））
当ファンドでは、アジアの社債市場に対しては慎重ながらも前向きな見方を維持しており、2026年も

堅調なリターンが得られると予想しています。基本シナリオとしては、中東での紛争があと数週間続き、
その後はホルムズ海峡を通過する海上輸送が徐々に正常化すると想定していますが、その時期について
は大きな不確実性があります。石油純輸入国を中心にファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）をめぐ
る下方リスクは高まっていますが、多くの国がもともと健全な経済基盤を有しており、それが一定の緩
衝材となっています。また、アジア諸国の政府は石油の備蓄を温存するための緊急対策を講じています。
アジアの企業や銀行は業績悪化に直面する可能性が高いものの、引き続き強固な財務基盤によってその
影響は緩和されるとみられます。アジアの健全なファンダメンタルズと高水準のオールイン利回りが、
信用スプレッドの大幅な拡大を抑える要因となると期待されます。

外貨建資産については、為替変動リスクの低減を図るため、原則として為替ヘッジを行ないます。
将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。

（マネー・アカウント・マザーファンド）
引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主な投資対象は原則として、

わが国の国債および格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コール
ローンや金銭信託などに投資することもあります。

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。
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お知らせ
2025年10月16日から2026年４月15日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。

当ファンドについて、「一般社団法人投資信託協会」の合併に伴ない、その記載を「一般社団法人資
産運用業協会」に変更すべく、2026年４月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（付
表、第８条）

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券
信 託 期 間 2012年11月21日から2027年10月15日までです。

運 用 方 針
主として、日本を除くアジアの社債を主要投資対象とする投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益証
券（振替投資信託受益権を含みます。）および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます。）の一部、ま
たはすべてに投資を行ない、インカム収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象
「アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット）」受益証券
「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券
上記の投資信託証券を主要投資対象とします。

運 用 方 法
主として、アジアの国・地域の企業などが発行する債券に実質的に投資を行ない、インカム収益の確保と信託財
産の成長をめざして運用を行ないます。日本を除くアジアの国・地域の企業などが発行する米ドル建ての社債を
中心に投資します。Ｓ＆Ｐまたはムーディーズの格付で、ＢＢ＋格相当以下もしくは無格付の債券にも幅広く投
資します。実質外貨建資産については、為替変動リスクの低減を図るため、原則として為替ヘッジを行ないます。

分 配 方 針 第１計算期は収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として基準価額水準、市況動向などを
勘案して分配を行なう方針です。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。
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（参考情報）
○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2021年4月末～2026年3月末）

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 7.1 50.5 55.7 56.3 0.6 15.3 24.5
最小値 △ 20.0 △ 7.1 △ 5.8 △ 9.7 △ 6.9 △ 6.1 △ 2.7
平均値 △  3.9 17.4 23.3 15.1 △ 2.6 5.4 9.5

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）2021年４月から2026年３月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものです。
（注）上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。
（注）当ファンドは分配金再投資基準価額の騰落率です。

《各資産クラスの指数》
日 本 株：TOPIX（東証株価指数）配当込み
先進国株：MSCI-KOKUSAIインデックス（配当込み、円ベース）
新興国株：MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債：NOMURA-BPI国債
先進国債：FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債：JPモルガンGBI-EMグローバル・ディバーシファイド（円ヘッジなし、円ベース）

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
当ファンドの参考指数について
●JPモルガン アジア・クレジット・インデックス（社債、円ベース、円ヘッジ）
参考指数は、JPモルガン アジア・クレジット・インデックス（米ドルベース）を対円でヘッジし、円換算したものです。
指数について
●TOPIX（東証株価指数）配当込みは、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケット・ベンチマークで、配
当を考慮したものです。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社に帰属
します。●MSCI-KOKUSAIインデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、日本を除く世界の先進国の株式を対象として算出した指
数で、配当を考慮したものです。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。●MSCIエマージング・マー
ケット・インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、世界の新興国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。
なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。●NOMURA-BPI国債は、野村フィデューシャリー・リサー
チ＆コンサルティング株式会社が公表している指数で、その知的財産権は野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社に帰属します。
なお、野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社は、対象インデックスの正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、
対象インデックスを用いて行われるアモーヴァ・アセットマネジメント株式会社の事業活動・サービスに関し一切責任を負いません。●FTSE世界国債
インデックス（除く日本、円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で
加重平均した指数です。なお、当指数に関する著作権等の知的財産その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。●JPモルガンGBI-
EMグローバル・ディバーシファイド（円ヘッジなし、円ベース）は、J.P. Morgan Securities LLCが算出、公表している、新興国が発行する現地通貨
建て国債を対象にした指数です。なお、当指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P. Morgan Securities LLCに帰属します。
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当ファンドのデータ
組入資産の内容 � （2026年4月15日現在）

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第161期末

％
アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット） 98.6
マネー・アカウント・マザーファンド 0.1

組入銘柄数 2銘柄
（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○資産別配分

国内投資信託受益証券
98.6％

国内投資信託受益証券
98.6％

親投資信託受益証券
0.1％

その他
1.3％

○国別配分

ケイマン諸島
98.6％

ケイマン諸島
98.6％

日本
0.1％

その他
1.3％

○通貨別配分

円
98.7％
円

98.7％

その他
1.3％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
（注）国内投資信託受益証券には外国籍（邦貨建）の受益証券を含めております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。

純資産等

項 目 第156期末 第157期末 第158期末 第159期末 第160期末 第161期末
2025年11月17日 2025年12月15日 2026年1月15日 2026年2月16日 2026年3月16日 2026年4月15日

純 資 産 総 額 1,728,881,754円 1,692,761,418円 1,652,782,556円 1,608,188,970円 1,558,329,767円 1,519,200,393円
受 益 権 総 口 数 4,983,424,971口 4,928,297,098口 4,835,117,093口 4,716,994,627口 4,672,586,842口 4,590,185,097口
1万口当たり基準価額 3,469円 3,435円 3,418円 3,409円 3,335円 3,310円

（注）当作成期間（第156期～第161期）中における追加設定元本額は127,560,353円、同解約元本額は615,729,067円です。
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組入上位ファンドの概要

アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット）

（円）
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2024/4/30 2024/6/30 2024/8/31 2024/10/31 2024/12/31

（2024年3月1日～2025年2月28日）
【基準価額の推移】

（注）グラフは分配金再投資基準価額です。

【１万口当たりの費用明細】
（2024年3月1日～2025年2月28日）

当該期間の１万口当たりの費用明細については開示されていないため、
掲載しておりません。

【組入上位10銘柄】
（2025年2月28日現在）

銘 柄 名 業 種 ／ 種 別 等 通 貨 国（ 地 域 ） 比 率
％

１ San Miguel Global Power Holdings FRN Perp 変動利付債券 アメリカドル フィリピン 3.1
2 Dah Sing Bank Ltd FRN 02-Nov-31 変動利付債券 アメリカドル 香港 1.8
3 Greentown China Holdings 5.65% 13-Jul-25 社債 アメリカドル 中国 1.6
4 Peak RE (BVI) Holding Ltd FRN Perp 28-Apr-69 変動利付債券 アメリカドル 香港 1.6
5 Standard Chartered FRN 16-Nov-28 変動利付債券 アメリカドル 英国 1.6
6 Standard Chartered FRN 18-Feb-36 変動利付債券 アメリカドル 英国 1.6
7 PCGI Intermediate Holdings (III) 4.5% 23-Aug-26 社債 アメリカドル 香港 1.6
8 Woori Bank FRN Perp 24-Jul-49 変動利付債券 アメリカドル 韓国 1.5
9 Muangthai Capital 6.875% 30-Sep-28 社債 アメリカドル タイ 1.5
10 Sunshine Life Insurance 4.5% 20-Apr-26 社債 アメリカドル 中国 1.5

組入銘柄数 148銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

【資産別配分】

社債
70.6％
社債
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変動利付
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変動利付
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【国別配分】
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【通貨別配分】

アメリカドル
96.6％

アメリカドル
96.6％

その他
3.4％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
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マネー・アカウント・マザーファンド
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（2024年10月16日～2025年10月14日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2024年10月16日～2025年10月14日）
該当事項はございません。

【組入上位10銘柄】
（2025年10月14日現在）

銘 柄 名 業 種 / 種 別 等 通 貨 国（ 地 域 ） 比率
％

1 第454回利付国債（2年） 国債証券 円 日本 60.3
2 － － － － －
3 － － － － －
4 － － － － －
5 － － － － －
6 － － － － －
7 － － － － －
8 － － － － －
9 － － － － －
10 － － － － －

組入銘柄数 1銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

【資産別配分】

国内債券
60.3％
国内債券
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その他
39.7％
その他
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【国別配分】
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【通貨別配分】

円
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39.7％
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（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。
※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。
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アジア・コーポレート・ボンド・ファンド クラスＡ（ＪＰＹヘッジド・ユニット）
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2024/4/30 2024/6/30 2024/8/31 2024/10/31 2024/12/31

（2024年3月1日～2025年2月28日）
【基準価額の推移】

（注）グラフは分配金再投資基準価額です。

【１万口当たりの費用明細】
（2024年3月1日～2025年2月28日）

当該期間の１万口当たりの費用明細については開示されていないため、
掲載しておりません。

【組入上位10銘柄】
（2025年2月28日現在）

銘 柄 名 業 種 ／ 種 別 等 通 貨 国（ 地 域 ） 比 率
％

１ San Miguel Global Power Holdings FRN Perp 変動利付債券 アメリカドル フィリピン 3.1
2 Dah Sing Bank Ltd FRN 02-Nov-31 変動利付債券 アメリカドル 香港 1.8
3 Greentown China Holdings 5.65% 13-Jul-25 社債 アメリカドル 中国 1.6
4 Peak RE (BVI) Holding Ltd FRN Perp 28-Apr-69 変動利付債券 アメリカドル 香港 1.6
5 Standard Chartered FRN 16-Nov-28 変動利付債券 アメリカドル 英国 1.6
6 Standard Chartered FRN 18-Feb-36 変動利付債券 アメリカドル 英国 1.6
7 PCGI Intermediate Holdings (III) 4.5% 23-Aug-26 社債 アメリカドル 香港 1.6
8 Woori Bank FRN Perp 24-Jul-49 変動利付債券 アメリカドル 韓国 1.5
9 Muangthai Capital 6.875% 30-Sep-28 社債 アメリカドル タイ 1.5
10 Sunshine Life Insurance 4.5% 20-Apr-26 社債 アメリカドル 中国 1.5

組入銘柄数 148銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

【資産別配分】
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【通貨別配分】
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96.6％

アメリカドル
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その他
3.4％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
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（2024年10月16日～2025年10月14日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2024年10月16日～2025年10月14日）
該当事項はございません。

【組入上位10銘柄】
（2025年10月14日現在）

銘 柄 名 業 種 / 種 別 等 通 貨 国（ 地 域 ） 比率
％

1 第454回利付国債（2年） 国債証券 円 日本 60.3
2 － － － － －
3 － － － － －
4 － － － － －
5 － － － － －
6 － － － － －
7 － － － － －
8 － － － － －
9 － － － － －
10 － － － － －

組入銘柄数 1銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

【資産別配分】
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【通貨別配分】
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（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。
※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。
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